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岡
山
か
ら
未
来
へ

和
牛
の
歴
史
絵
巻巻

肉
用
牛
の
需
要
の
高
ま
り
と
と
も
に
、和
牛
改
良
が

全
国
で
進
み
、
岡
山
県
は
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。

竹
の
谷
蔓
の
直
系
交
配
に
よ
り
「
第
１３
花
山
」
が
大

正
９
年
に
誕
生
し
、
体
積
・
資
質
に
優
れ
、
岡
山
系

の
優
良
牛
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
牛
を
祖
と
す
る
。農

耕
用
か
ら
肉
牛
へ
の
転
換
が
始
ま
り
、昭
和
４１
年
に

は
「
和
牛
は
肉
用
牛
た
り
う
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
第

１
回
全
国
和
牛
産
肉
能
力
共
進
会
が
岡
山
県
で
開

催
さ
れ
た
。

平
成
三
年
の
牛
肉
自
由
化
を
機
に
肉
質
を
重
視
し
た
和
牛
改
良

が
求
め
ら
れ
た
。岡
山
の
和
牛
の
特
徴
を
損
な
わ
な
い
よ
う
指

定
交
配
が
行
わ
れ
た
。平
成
七
年
か
ら
肉
質
水
準
を
高
め
る
た

め
、兵
庫
系
の
血
統
が
導
入
、平
成
九
年
か
ら
は
兵
庫
系
の
導
入

に
よ
る
体
積
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
鳥
取
系
の
血
統
が
導
入
さ
れ

た
。

安
い
輸
入
牛
肉
が
増
加
す
る
中
で
、独
自
の
高
品
質
な
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、

畜
産
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、各
地
で
ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
ん
だ
。県
内
で
も「
千
屋

牛
」「
な
ぎ
ビ
ー
フ
」「
備
中
牛
」「
つ
や
ま
和
牛
」
と
い
っ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
確

立
。黒
毛
和
種
の
血
統
を
守
り
つ
つ
、
地
域
ご
と
の
特
色
を
生
か
し
た
飼
育
が
お

こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中国山地の険しい地形に築か
れた棚田で農耕に用いること
から手綱１本で和牛を操る調
教技術が発達した。碁盤乗りと
いった高度な技術も編み出さ
れ、1947年には昭和天皇もご
覧になった。

「和牛は肉用牛たりうるか」をテーマに岡山県で開か
れた第１回全国和牛能力共進会

碁盤乗りは今でも県立新見高校生物生産科が伝
承に取り組んでいる。2012年の第10回全国和牛
能力共進会長崎県大会で披露した。
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新初英 岡山系血統割合58％
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①竹の谷蔓の直系交配により誕生した「第13花山」（大正9年）は、体積・資質に
優れた牛で、岡山系の優良牛のほとんどがこの牛を祖とする。

②牛肉自由化（平成3年）を機に、肉質を重視した和牛改良が求められた。
③肉質水準を高めるため、兵庫系の血液が導入された。（平成7年～「利幸土井」
の活用→「利花」）

④兵庫系の導入による体積低下を防ぐため、鳥取系の血液が導入された。（平成
9年～「平茂勝」の活用→「沢茂勝」）

〈改良の進め方〉
県外血統の導入に際しては、岡山和牛の特徴を損なわないよう、厳選された優
良な岡山系雌牛に対して指定交配が行われた。
現在、科学的データ（育種価：遺伝能力の数値化）及び受精卵移植技術を活用し
た効率的な改良が進められている。

岡
山
県
は

「
千
屋
牛
」「
な
ぎ
ビ
ー
フ
」

「
備
中
牛
」「
つ
や
ま
和
牛
」の

４
銘
柄
が
ひ
し
め
き
あ
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
柄
に
合
わ
せ
た

和
牛
生
産
が
息
づ
く
。

そ
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と

古
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
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県内各地のブランド牛について
詳細はこちらをご覧ください。
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兵庫県

鳥取県

岡山県

広島県

島根県

竹の谷蔓

岩倉蔓
いわくら

周助蔓
しゅうすけ

古
く
か
ら
和
牛
は
農
耕
と
運
搬
の
た
め
の
役
牛
と
し
て
重
宝

さ
れ
、
庶
民
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
た
と
伝
わ
る
。中
国
山
脈

の
大
き
な
山
を
利
用
し
て
放
牧
飼
育
を
行
い
、生
ま
れ
た
子
牛

は
市
場
を
通
し
て
各
地
へ
出
荷
さ
れ
て
い
た
。『
岡
山
県
畜
産

要
覧
』に
よ
れ
ば
、
牛
馬
市
場
は
今
か
ら
約
１
２
０
０
年
前
、

文
武
天
皇
の
慶
雲
２
年（
７
０
５
年
）に
美
作
に
お
い
て
開
市

（
一
宮
市
場
）
さ
れ
た
よ
う
だ
と
あ
る
。牛
馬
の
守
護
神
で
あ

る
中
山
神
社
鎮
座
の
と
き
、
四
方
か
ら
馬
を
ひ
い
て
来
て
売

買
し
た
の
に
は
じ
ま
る
わ
が
国
で
も
っ
と
も
古
い
市
場
で
、

近
畿
方
面
へ
の
大
中
継
市
場
と
な
っ
て
い
た
。

神
社
に
息
づ
く

     
和
牛
の
記
憶

「
豊
宝
」と
称
さ
れ
た
和
牛

江
戸
時
代
以
降
、
人
口
が
増
え
た
近
畿
地
方
で
運
搬
用
と
し
て
和
牛
の

需
要
が
高
ま
り
、
隣
接
す
る
中
国
山
地
で
育
て
ら
れ
た
和
牛
を
求
め
る

よ
う
に
な
っ
た
。商
品
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、京
都
周
辺

の
上
方
に
売
ら
れ
て
い
く
牛
は
、
登
り
牛
と
呼
ば
れ
重
宝
さ
れ
た
と
い

わ
れ
る
。備
中
松
山
市
場
や
久
世
市
場
な
ど
県
内
各
地
で
市
場
が
開
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

江
戸
時
代
中
期
に
は
蔓
牛
と
い
わ
れ
る
優
秀
な
系
統
牛
が
造
ら
れ
始
め
る
。そ
の
中
で

わ
が
国
最
古
の
蔓
牛
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
竹
の
谷
蔓
が
造
ら
れ
た
の
が
新
見
市
神
郷
の

農
家
・
難
波
家
。牛
馬
商
を
営
む
か
た
わ
ら
広
く
良
牛
を
買
い
集
め
て
近
隣
の
農
家
に

預
け
て
飼
育
さ
せ
た
。そ
の
時
に
生
ま
れ
た
雌
子
牛
が
体
高
四
尺
（
１
２
０
㎝
）
を
超
え

る
骨
格
が
優
美
な
良
牛
が
育
っ
た
。そ
れ
を
繁
殖
に
用
い
た
と
こ
ろ
、
体
格
が
大
き
く
、

乳
が
よ
く
出
て
、
毎
年
子
牛
を
産
み
、
性
格
も
お
と
な
し
く
飼
育
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、

評
判
が
よ
く
、
隣
県
各
地
に
分
か
れ
蔓
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。こ
れ
は
世
界
的
に
み
て
も

家
畜
改
良
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
岡
山
県
の
竹
の
谷
蔓
、
広
島
県
の
岩
倉（
い

わ
く
ら
）蔓
、兵
庫
県
の
周
助（
し
ゅ
う
す
け
）蔓
は
日
本
三
名
蔓
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

竹
の
谷
蔓
を
用
い
た
和
牛
繁
殖
を
新
た
な
産
業
に
し
よ
う
と
、
豪
農
だ
っ
た
太
田
辰
五

郎
が
新
見
市
千
屋
実
地
区
に
市
場
を
開
設
し
た
。夏
と
秋
２
回
開
催
さ
れ
る
市
場
に
は

３
０
０
０
頭
も
の
牛
が
集
ま
る
盛
況
と
な
り
、１
９
７
１（
昭
和
４６
）年
ま
で
続
き
、取
引

さ
れ
た
牛
は「
千
屋
牛（
ち
や
う
し
）」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

津
山
藩
の「
養
生
食
い
」

江
戸
時
代
に
は
農
作
業
や
物
資
の
運
搬
に
欠
か
せ
な
い
牛
を
食
用
に
す
る
こ
と

は
ご
法
度
と
さ
れ
て
い
た
が
、
津
山
に
お
い
て
は
健
康
の
た
め
に
食
べ
る「
養
生

食
い
」
が
行
わ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
は
博
労
（
牛
や
馬
の
仲
買

商
人
）の
間
で
流
行
し
、
幕
末
に
は
津
山
周
辺
の
牛
市
が
繁
栄
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
街
道
筋
で
最
大
の
都
市
で
あ
る
津
山
に
お
い
て
広
く
「
養
生
食
い
」
が
流

行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
津
山
の
牛
肉
食
文
化

は
深
く
庶
民
に
根
付
い
て
い
る
。

今
の
よ
う
な
肉
食
文
化
が
広
ま
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
ペ
リ
ー
来
航
（
１
８
５
３
年
）
と
文
明
開

化（
１
８
６
８
年
）だ
。明
治
天
皇
が
肉
食
を
解
禁
し
、
文
明
開
化
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と
し
て
牛
鍋

（
す
き
焼
き
）が
明
治
の
人
々
に
普
及
し
た
。神
戸
・
大
阪
・
東
京
で
牛
鍋
屋
が
人
気
と
な
り
、
岡
山
県

は
肉
用
牛
の
素
牛
の
供
給
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

国内で最も古いとされる一宮市場の開
市に由来する中山神社（津山市）。
参道には牛の銅像がまつられている。
神廐には神馬と牛が奉納されている。

中国山地では豊かな自然環境を生かし、放牧による和牛飼育
が盛んになった。
富をもたらす牛は家族同然に大切にされた。
人と同じ屋根の下に「うちまや」と呼ばれる牛専用の寝床があ
った。

牛肉のブロックを数日間干してうまみを凝縮させた
「干し肉」、牛肉の骨の周りの肉をそぎ落とした肉を使
う「そずり鍋」（津山では方言で肉をそぎ落とすことを
「そずる」という）、牛のすじ肉をとろ火で煮込みスープ

状になったものを冷やし固めたコラーゲンたっぷりの
「煮こごり」、牛の大動脈を短く切った「ヨメナカセ」、ご
当地グルメで有名な「津山ホルモンうどん」等、肉の旨
さを最大限に引き出した食べ方が今に伝わる。

江戸時代後期1853年、ペリー来航は江戸幕府の鎖国政策からの開国を
迫り、それが「文明開化」という急激な近代化のきっかけとなった。急激
な開化による混迷した世相を風刺する仮名垣魯文の戯作小説『安愚楽
鍋』の中には、牛鍋屋を舞台に牛肉のおいしさや効用を庶民に訴える、文
明礼賛・肉食奨励が描写されている。 あぐらをかきながら、安い鍋を楽
しく囲み、話に花を咲かせるといった開放的な雰囲気が表現されている。

写真提供：岡山県観光連盟

多くの牛でにぎわいをみせる千屋牛市場。昭和40年頃まで開設されていた。

ホルモンうどん干し肉 そずり鍋 ヨメナカセ
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田畑を耕すために使われていた牛


